
 

 

国民生活センター 研修業務 
官民競争入札審議に当たっての議論のポイント（12/12） 

 

 

１．対象事業の範囲・事業の内容 
 

 

２．サービスの質（要求水準） 
 
 
３．入札金額の算定対象の考え方、委託費の増額及び減額 
 

 

４．入札参加資格 
 

 

５．入札手続・スケジュール 
 

 

６．落札者評価・決定の基準等 
 

 

７．情報の遮断 
 
 
８．情報開示 
 

 

９．民間事業者が講ずべき措置 
 

 

１０．実績評価 
 

 

 

 

 

以 上 
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